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はじめに
　
平安時代の貴族たちが手紙のやりとりの際に、その時節にあった植物の「折り枝」をそえた事についてはよくしられている。時には、
手紙にそえる事が嗜みであったかのようにいわれる「折り枝」であるが、たとえば物語を紐解いた時、手紙に「折り枝」がつけられたとわかる叙述は、手紙の量と比べればそれほど多くはない。更にいえば、 「折り枝」は、手紙に付けられる付属物としてではなく、 「折り枝」を贈 ことが主で、それにつけられた手紙（和歌）の方が添え物 場合もある。場合によっては、 「折り枝」そのもののみが贈られ、手紙や言葉すらない場合も る。　
そもそも、 「折り枝」とは、どのような際に、どのような場で、どのような相手とかわされてきたのだろうか。 「折り枝」を付ける行
為を手紙の作法の一つとして らえる考え方は、様々な作品の様々な注釈書の指摘に散見される。現存最古の物語である『竹取物語』の五人の求婚者の一人 石作りの皇子は、難題として課された「仏の御石の鉢」ではなく、 「山寺」の「墨つきたる鉢」と和歌をかぐや姫に届けるが、それらには「 花の枝」を付けていた。
……三年ばかり、大和の国十
と
市いち
の郡にある山寺に賓
びんづる
頭慮の前なる鉢の、ひた黒に墨つきたるを取りて、錦の袋に入れて、作り花の
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枝につけて、かぐや姫の家に持て来て見せければ、かぐや姫、あやしがりて見れば鉢の中に文あり。　　
海山の道に心をつくしはてないしのはちに涙ながれき（二六頁）
この「作り花の枝」の部分に、新編全集の頭注が「当時、人に歌を贈るには、花や木の枝につける風習であった。歌を贈るために作り枝を用い、それに鉢をそえたのである」と記しているのはその一例であ
る
）1
（
。当時の風習と考えられる一方で、 「折り枝」とは、人々の
機知に訴える非常に高度な言語遊戯の一つだったと思われる例も多数ある。例えば『伊勢集』には「折り枝」のみでコミュニケーションをとっていることがわかる詞書がある。
　　
人のもとに花のいとたかきをやりたれば、しのぶ草をなむをこせたりける
花薄ほに出いてすある宿は
　
昔忍ぶの草をこそみれ（ 『伊勢集』Ⅱ二四一）
伊勢は「人」に「花のいとたかき」を贈 。伊勢が和歌とともにではなく、 「いとたかき」花薄のみに想いを託し、相手へメッセージを伝えようとしている点は重要であろう。 「折り枝」が単なる添え物ではなく、 「言葉」としてはたらいていることがわか から る。相手も「しのぶ草」をもってそれに答えており、ここから「折り枝 が人々の機知に訴える高度な言語表現の一つであることがうかがえるのではないか。あるいは、真剣に想 を伝えたいときに用いられ 、和歌 同等の（ある きは和歌以上 ）表現媒体と らえることができるのではないか。既に稿者は、平安中期の「折り枝」表現の重要性に着目し、その表現機能の一端を明 かにした
）2
（
。ただ、 「折
り枝」表現は多種多様であり、その全貌を明らかにしたとは えない
）3
（
。
　
そこで本稿では、平安時代の人々の「折り枝」表現の諸相をみるための前提資料として、平安私家集の詞書を中心に用例を確認する
ことにした。今回、私家集に絞ったのは、勅撰集よりも、より当時の現実を写しだしていると考えるためである。テキストとしては、 『私家集大成』 （中古Ⅰ）を使用した。それぞれ 家集がいつ成立したか、という問題は残るが 平安初期から中期までの様相は窺えると思われる。中古Ⅰ編所収の 『奈良御集』から『道済 』までの
156種（異本含む）の家集から、 「折り枝」の用例を収集した。今回は、
紙幅の関係上、 「をみなへしをいとおほくほりて見する（女郎花 掘って相手 見せる） 」 （小町Ⅱ五六）や、 花にむすびつけさせ給ける（桜の花の木それ自体に文を結びつけ ） 」 （伊勢Ⅱ二五二） ような例はは省略している。一方で 「わか 人にた ふ」 （仁和御集一） 、 「柿 下葉に書きてをこせたる」 （馬内侍八六）は数え上げて る。 折 枝」の線引き 難しく
）4
（
、こぼれおちた用例も多いかもし
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れないが、ひとまず花や木や草の「折り枝」 （もしくは葉、はなびら）がやりとりされる場を収集することにした。帝と妃の間で、殿上人と女房の間で、恋人間で、友人同士で、隣近所で様々な「折り枝」を贈った 、贈ら たりしている具体的な場をそれぞれ 家集より見ることができる。時には「折り枝」は所望され、それを送る際に和歌が詠まれる。家集自体の性質や歌数の違いもあるが、 「折り枝」を好んで用いた人々の存在も浮かび上がってくる。細かい検討は 別稿に譲る 、今回示した延べ数四〇〇もの「折り枝」の用例を通覧すること 、平安時代 「折り枝」という文化の具体像 みえる ずである
）5
（
。
（
1）
新編日本古典文学全集（小学館）による。ただ当該場面も風習だから、という理由のみで記されたわけではなかろう。石作りの皇子が生花で
はなく、 「作り花の枝」を付けたのは、彼の身分の高さや財力だけではなく、 「仏の御石の鉢」を探しに行かず代替品ですまそうとした彼の性質も表わしていよう。
（
2）
拙稿「平安中期の「折り枝」表現」 （ 『表現研究』
103号
　
二〇一六年四月）
（
3）
物語や日記における個々の「折り枝」表現については既に研究も多い。 （
2）の注参照。
（
4）
例えば、田中仁氏は「源氏物語の手紙
―
数と形と
―
」 （ 『親和女子大学研究論叢』
21号
　
一九八八年二月）の中で、源氏物語の折り枝の分類
も行い、夕顔巻の「白き扇のいたうこがしたる」にのせられた「夕顔」を「折り枝」としてあげながらも、 「この夕顔の花は折り枝とすべきか否か疑問」と備考欄に記している。
（
5）
本稿のタイトルに「用例集Ⅰ」とあるのは、 『私家集大成』 （中古Ⅱ）所収につ て検討した「用例集Ⅱ」も予定しているためである。
三四
《凡例》
一、以下の用例は、 『私家集大成』 （中古Ⅰ）所収の歌集を用いて、 「折り枝」が記されている詞書を中心に本文を引用している。た
だし、読みやすさを優先したため、私に濁点を付した所がある。
一、 「折りて」としかなくても、文脈により贈ったとわかるものは、 例として数えている。一、基本的に「折り枝」の例は、同じ場を描いたものであっても、すべて掲出している。一、同一人物の私家集の場合は、 「折り枝」の場面を照応できるよう①②③等の番号で示している。一、和歌が「折り枝」の素材を示している場合もあるため 例、詞書では「花」としかないが、和歌から「女郎花」であることがわ
かる等） 、和歌も引用 ている。ただし、同一歌集の異本間で同一の「折り枝」が用いられている場合は和歌を省略した。
一、補入印やミセケチで示されている部分 これ 読みやすさ 優先したため本文に反映させた。一、 「折り枝」の部分は□で囲みをいれた。どのように送られたかわかる部分に
―
を引いている。
一、用例がないものについても ないことを明示するため歌集名のみ記している。
《用例》１奈良御集（書陵部蔵）　　
筑前のすけ紀のよしのりに、きぬを
さくらのえだ
につけてたまはするに
　
世中のひとのえやすきものなれど
　
はなのおりえだおもふこゝろあり（一八）
２柿本人丸集（書陵部蔵「歌仙集」 ）人麿Ⅰ
　
３柿本集（書陵部蔵）人麿Ⅱ
　
４柿本人丸
　
５あか人（西 願寺蔵「三十六 集」 ）赤人Ⅰ６赤人集（書陵部蔵「三十六人集」 ）赤人Ⅱ
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７やかもち（西本願寺蔵「三十六人集」 ）家持Ⅰ８家持集（書陵部蔵「三十六人集」 ）家持Ⅱ９猿丸集（書陵部蔵「三十六人集」 ）猿丸Ⅰ　　
①あひしりたりける人の、ものよりきて
すげ
にふみをさして、これはいかゞみるといひたりけるによめる
　
しらすげのまのゝはぎ原ゆくさくさ
　
きみこそ見えめまのゝはぎはら（一）
　　
②あひしりたりける女の家のまへわたるとて、
く
さ
を
むすびていれたりける
　
いもがゝどゆきすぎかねて草むすぶ
　
かぜふきとくなあはん日 でに（五）
　　
③あめのふりける日、
やへやまぶき
をおりて人のがりやるとてよめる
　
はるさめにゝほへるいろもあ なくに
　
かさへなつかしやまぶきのはな（三三）
10猿丸大夫集（書陵部蔵）猿丸Ⅱ
　　
①あひしりて侍人の、物よりきて
すげ
にふみをさして、これはいかゞ見るといひたるによみてやる（一）
　　
②あひしりたるおんな いゑのまへをわたるとて、
草
をむすびて
い或本れたり
る
けゝる
（五）
　　
③雨のふりけるに、
款冬
をおりて人のがりやりける（三四）
11小野篁集（書陵部蔵）12小町集（正保版本「歌仙家集」 ）小町Ⅰ
　　
・
みもなきなへのほ
に文をさして、人のもとへやるに
　
秋風にあふたのみこそかなしけれ
　
我身むなしく成ぬと思へば（二一）
　　
・五月五日、
さうぶ
にさして人に
　
あやめ草人にねたゆと思ひしを
　
我身のうきとおふる也けり（四五）
　　
・
かれたるあさぢ
にふみさしたりける、かへりごとに、小町があね
　
時すぎてかれゆくをのゝあさぢには
　
今は思ひぞたえずもえける（七一）
三六
13小野小町集（神宮文庫蔵）小町Ⅱ14在中将集（尊経閣文庫蔵）業平Ⅰ
　　
①三月つごもり許に、
さくらの花
を、雨のふる日、人のもとへおりてたてまつる
　
ぬれつゝぞしひて折つるさくらばな
　
春はいくかもあらじとおもへば（五）
　　
②あるみざうしより、
わすれぐ
をこれはなにとかいふと侍りければ
　
忘草おふる野辺とは見ゆらめど
　
こはしのぶなりのちもたのまむ（二七）
15業平集（書陵部蔵「三十六人集」 ）業平Ⅱ
①人のほう事を、つねゆきの大将し給しに、まうでたりしに、
ふぢのはな
のいとあはれにさきたりしに、あめいといたうふりし
に、そのはなをおりて人にたてまつる、三月つごもりなり
　
ぬれつゝぞしゐておりつるとしのうちに
　
はるはいくかもあらじとおもへば（六五）
　　
③
きくのはな
をおりて、人のがりやるとて
　
くれなゐにう るやいつもしら雪の
　
えだもたはゝにふるかとぞみる（六七）
　　
②うちにさぶらひけるに、宮すどころのざうしより、
わすれぐさ
をゝこせて、これはなにとかいへるといへりければ（九三）
16在原業平朝臣集（神宮文庫蔵）業平Ⅲ
　　
①三月つごもり 、
藤の花
を人につかはすとて、雨ふる日
　
ぬれ〳〵ぞしゐておりつる年の内に
　
春はいくかもあらじと思へば（五）
17業平集（正保版本「歌仙家 」 ）業平Ⅳ18仁和御集（書陵部蔵「奈良御集」 ）
　
・まだみこにおまし〳〵けるに、
わかな
ひとにたまふとて
　
きみがため春のゝに出て若菜つむ
　
わがころもでにゆきはふりつゝ（一）
19へむせう僧正（西本願寺本「三十六人集」 ）遍昭Ⅰ
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20遍昭集（書陵部蔵「三十六人集」 ）遍昭Ⅱ
　
・なかの院のめぐりにおひたりける
せり
をつみて、つゑのさきにつけてたてまつりければ、返に
　
よもぎふに君いほりしてきゝしかば
　
しもかきわけてつめるねせりぞ（四一）
21棟梁集（伝公任筆切）22としゆき（西本願寺蔵「三十六人集」 ）23千里集（書陵部蔵）24素性集（冷泉家旧蔵）素性Ⅰ
　　
①
むめ
のはなをひとにやるとて
　
よそにのみあはれとぞみしむめの花
　
あかぬいろかはをりてなりけり（二）
25素性集（尊経閣文庫蔵）素性Ⅱ
　　
①
むめのはな
おりて人のがりやるとて（三八）
26興風集（書陵部蔵）興風Ⅰ
　
27おきかせ（西本願寺 「三十六人 」 ）興風Ⅱ28藤原興風集（部類家集切）興風Ⅲ29躬恒集（書陵部蔵）躬恒Ⅰ30躬恒集（内閣文庫蔵）躬恒Ⅱ
　　
①となりより
とこ夏の花
をこひにおこせたりければ、をしみて此歌をよみてつかはしける
　
塵をだにすへじとぞ思ふ咲しより
　
いもと我ぬるとこ夏の花（一四五）
31躬恒集（書陵部蔵）躬恒Ⅲ
　　
①となりより
とこなつ
こひにをこせて侍けるに（二七二）
32躬恒集（西本願寺本）躬恒Ⅳ
三八
②おなじとし十月十九日ふなをかに行幸ありしときに御乳母の命婦まへにめして
もみぢ
をりてたてまつれとあり、
ひひ
とえだ
をり
てこのうたをむすびつけてたてまつる
　
けふのひのさしてゝらせばふなをかの
　
もみぢはいとゞあかくぞありける（一九二）
33躬恒集（正保版本「歌仙家集」 ）Ⅴ
②おなじ月の十九日、めのとの命婦もみぢ見にいでたりけるを、かへるとて
紅葉ひとえだ
おりてたてまつる、このうたをそへた
り（二九五）
34とものり（ 「西本願寺蔵「三十六人集」 」
　　
・藤原たゝゆきかみのしづむよし げきける、とぶらひにやりけるかへ ご に、
きくの花
をゝりて
　
えだもはもうつろふあきのきくみれば
　
はては影なくなりぬべらなり（六〇）
35忠岑集（書陵部蔵）忠岑Ⅰ
　
36たゝみね（西本願寺 「三十六人 」 ）忠岑Ⅱ37忠岑集（書陵部蔵「三十六人集」 ）忠岑Ⅲ
　
38忠岑集（書陵部蔵）忠岑Ⅳ39是則集（書陵部蔵「三十六人集」40延喜御集（書陵部蔵「代々御集」 ）
・あさぢおふるのべやかるらん山がつのかきほのはなは色もかはらず（四）　　
と、きこえ給けるを、ちゝおとゞめで給て、御てづからおりて、
なでしこ
につけてぞまいらせ給ける
・このみやすどころまいりて、
花のおもしろき
を、くらひとたちの許に遣ける
　
このはなのもみじのなかに我こひは
　
いくらこもれりたれにとはまし（一三）
41深養父集（書陵部蔵）深養父Ⅰ
　
42深養父集（桝色紙）深養父Ⅱ
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43深養父集（部類名家集）深養父Ⅲ
　
44寛平御集（書陵 蔵「奈良御集」 ）45三条右大臣 ）
　
46中納言兼輔集（書陵部蔵「歌仙集」 ）兼輔Ⅰ
　　
①はるかむの宰相、左近の中将にて、
こうばい
を折ておこせたりし
　
君がため我おるやどの梅花
　
色にぞいづるふかきこゝろは（六）
　　
②いそぐことありてさいだちてかへるに、かのおとゞの
みなせどのゝ花
おもしろければつけてをくる
　
桜花匂ふをみつゝかへ には
　
しづごゝろなき物にぞ有ける（一二）
　　
③あだなりといへる人に
花
おりてやるとて
　
あすしらぬもの
とに‥
しる〳〵桜花
　
ちらぬかぎりはみまくほし
はか‥
た（一四）
　
くちなしの色このみといふはなたてゝ
　
ゐでの山吹盛すぐすな（二〇）
　　
④これはゐでといふみかはやこ
如本
とに、
山吹の花
をもたせていろめける人のおこせたりけるかへりごとなりけり
　　
⑤おまへに
きく
たてまつるとて
　
けふほりて雲ゐにうつすきくのはな
　
天つ星とやあすよりはみん（五九）
47兼輔集（書陵部蔵）
　
兼輔Ⅱ
　　
①そのまらうどは右のおとゞなり、玄上の宰相、右近の中将にて
こうばい
をおりておこせたりける（三八）
　　
⑥式部卿宮うせ給ての比、山さとよ さくら 花をさして、三条おとゞ
　
さきにほふかぜまつほどの山さくら人 よゝりはひさしかりけり（五〇）
　　
③あだなりける女に花おり やりけるあすしらぬもの しる〳〵さくら花
　
ちらぬかぎりはみまくほしさた
本ニ本ママ
（五一）
　　
④これはゐでといふみかはやうどに、
山吹の花
もたせて、いろめきたる人にやるなるべし（五三）
　　
⑦
みのむしきたるえだ
にふみをつけてをこせたるかへりことに
四〇
　
はるさめのふるにぬぎたるみのむしの
　
つけるえだをばたれかおりつる（五五）
48堤中納言集（部類名家集本）
　
兼輔Ⅲ
　　
①はるかの宰相、中将にてみはべりけるざうしより
こうばい
をおくりてはべりけるかへし（五）
　　
②三条右大臣 かたのゝかりにまかりて、いそぐことありてさきだちてかへるに、かのおとゞの
みなせどのゝはな
おもしろかり
ければ、それにつけておくる（九）
　　
⑦
みのむしつきたるえだ
にふみつけておこせたるかへりことに（一〇六）
49中納言兼輔集（書陵部蔵）兼輔Ⅳ
　　
①
（一字分空白）
　
上のさい相、右近中将にて、
こうばい
をおりておこすとて（七）
　　
⑦あめのふる日、
みのむしつきた
ママ
えた
に、ふみをつけておこせたるひとに（一二）
　　
③あだなる女に、
花
にさしてふみをやるとて（一八）
50いせ（西本願寺蔵「三十六人集」 ）伊勢Ⅰ
①寛平みかどの御時大宮す所ときこえける御つぼねに やまと おやある人さぶらひけ （中略）をとこのおやのいへは五条わた
りなるにきて
かきのもみぢ
にかくかきつけたり
　
ひとすまずあれたるやどをきてみれば
　
いまぞこのはゝ錦おりける（一）
　
涙さへしぐれにそへてふるさとは
　
もみぢのいろもこさぞまされる（二）
　　
②とかきて
ねずみもち
につけてやりける
　　
③さとにはべりしをり、
花のいとおもしろき
を式部卿にたてまつるとて
　
ふるさとのあれてなりたる秋のゝに
　
はなみがてらにくる人もがな（一四八）
　　
④我いへを人の なしてのち、
花
をやるとて
　
花のいろのむかしながらにみゆめれば
　
君がやどゝもおもほえぬかな（二二六）
　　
⑤みかど物におはしましけるついでに かつらなるいへにおはしまして、
そこの花
にかきつけさせたまひける
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
四一
　
むめのはなかたにのこらずなりにけり
　
にほひてだにやをしまざりつる（二五〇）
　　
⑥
いとおもしろきさくら
をゝりて、とものがりやりたりけれは、人
　
桜ばないろはひとしきえだなれど
　
かたみにみればなぐさまぬかな（三〇五）
　　
⑦
山さくら
を人にやりはべりとて
　
君みよとたづねてをれるやまさくら
　
ふりにしいろとおもはざらなむ（四五三）
　　
⑧
かにひの花
につけて
　
花のいろのこきをみすと こきたるを
　
おろかに人はおもふらんやぞ（四六五）
　　
⑨
わらび
をひとにやるとて
　
わがためになげきこるともしらなくに
　
なにゝわらびをたきてつけまし（四六六）
　　
⑩
四月にさきたる桜の花
につけて、院の殿上人ともの物へおはします御ともにまい てゐたる所
　
とまりゐてはるこひしくやおもふらん
　
花もかくこそおくれたりけれ（四六七）
　　
⑪九月八日にとなりより、
きくにわたおほゐにおこせたりける
、あしたにをりてやるとて
　
かずしらず君がよはひをのばへつゝ
　
なだゝるやどの露とならなむ（四七〇）
51伊勢集（島田良二蔵）伊勢Ⅱ
　　
①いづれの御時にかありけむ、おほ宮す所ときこえける御つぼねに、大和におや有ける人さぶらひけり、 （中略）
墻の紅葉
に歌を
なむかきつけゝる（一）
　　
②とて
ねずもちのもみぢ
につけてぞやりける（二）
　　
⑫
なでしこいとをかしき
を、となりにやるとて
　
いづこにも咲はすらめと我宿の
　
大和なでしこ誰にみせまし（一二二）
　　
③
花のいとおも ろき
を折て式部卿の宮にまいらすとて（一四八）
　　
⑬人のもとに
花のいとたかき
をやりたれば、しのぶ草をなむをこせたりける
四二
　
花薄ほに出いてすある宿は
　
昔忍ぶの草をこそみれ（二四一）
　　
⑭
いとおもしろき桜
をおりて、人のがりやりたりければ
　
桜花色はひとしき枝なれど
　
かたみにみればなぐさまなくに 三〇四
　　
⑧
かにひの花
につけて（三五八）
　　
⑨
わらび
を人にやるとて（三五九）
　　
⑩
四月にさける桜
につけて、院の殿上人のものへをはしますにもまいらでとまれるがもとに（三六〇）
　　
⑮時雨する日、
かえで
をおりて
　
ことのはのうつろふだにもある物を
　
いとゞ時雨のふりまさるらん（三六八）
　　
⑪九月四日となりより
菊にわたおほひにおこせたりける
、あしたにをりてやるとて（四五三）
　　
④わがいゑを人のになして
花
をやるとて（四五七）
　　
⑯ものへ
かつら
やるとて
　
けづりこし心もありて珠かつら
　
たむけの神になるがうれしき（四七七）
⑰ある人のいましたるに、さくらのいとおもしろく咲たるを、またくるまでちらすなといひをきたるに、いかなるにかこねば、
ちりたる花
につけて
　
待わびてふすまに花は散にけり
　
うき身なりとや枝にとまりし（四八八）
　　
⑦
山さくら
をおりて人に（五一三）
52伊勢集（正保版本「歌仙家集」 ）伊勢Ⅲ
　　
①いづれの御時にかありけむ、大宮す所ときこゆる御つぼねに、やまとにおやある人さぶらひけり、 （中略）
かきの紅葉
にうたを
なむかきたりける（一）
　　
②とて、
ねずもちの紅葉
にさしてなむやりける（二）
　　
⑫
撫子のおもしろ
をみて、となりにやるとて（一二一）
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
四三
　　
③
花のいとおもしろき
を折て、式部卿のみやにたてまつるとて（一四九）
　　
⑯物へ行人に
かつら
をやるとて（二一九）
　　
⑱隣なる人の、そこに見くらべよとて、
はな
をこせたるに
　
春にだに忘られにける宿なれは
　
色くらぶべき花だにもなし（二二五）
　　
⑩
四月にさける桜の花
につけて、ゐんの殿上人のもとへおはします御ともにえまいらで、とまれる人のもとに、 （三六一）
　　
⑪となりなりける人のもとより、
九月八日菊にわたかづけてをこせたりける
つとめて、とりてやるにつけて（三八三）
　　
⑦
桜
を人にをくり侍とて（四〇一）
　　
⑲
なでしこのさける
を人のもとへやるとて
　
ひとりのみぬるとこ夏の露けきは
　
涙にさへや色をそふらん（五一二）
53むねゆき（西本願寺蔵「三十六人集」 ）宗于54あつたゝ（西本願寺蔵「三十六人集」 ）敦忠Ⅰ
　　
①たえたる人のもとに
花
をつゝみて
　
こゝろにもあらであひみぬとし月を
　
けふまではなどつみてけるかな（一八）
　　
②いかでとおもひける人のこと人さだま たるに、
をみなへし
につけて
　
ふたばよりたのみしものををみなへし
　
人のかきねにおひにけるかな（二四）
　　
③
うつろへるきく
にさして
　
われならぬ菊のはなさへ世中を
　
うらむるさまにうつろへるかな（一二六）
　　
④あるをむなのもとにいき るに、
かいつばた
をゝりていだしたれは
　
ふかきいろかへ
（ママ）
はたうすくうつろはむ
　
花にこゝろぞつけざらむもの（一四一）
55敦忠集（正保版本「歌仙家集」 ）敦忠Ⅱ
　　
②いかでとおもふ人の、こと人さだまり る、
をみなへし
にさして（一七）
四四
56元良親王集（書陵部蔵）
　　
・こと女にものゝ給ときゝて、
きちかふ
につけて
　
たのみせばをさなからましことの葉ゝ
　
かはりにけりなきちかふのはな（七六）
　　
・をなじと ろにて、つねにみ給女に
しのたけのふしゝげき
をつゝしみてたまける
　
しのたけのふしはあまたにみゆれども
　
よゝにうとくもなりまさるかな（九六）
　　
・山の井のきみのいへのまへををはすとて、
かへでのもみぢのいとこき
をいれたまへりければ
　
おもひいでゝとふにはあらじあきはつる
　
いろのかぎりをみするなりけり（一一二）
57貫之集（正保版本「歌仙家集」 ）貫之Ⅰ
①藤原のかねすけ 中将さいさうになりてよろこびにいたりたるに、
はじめてさいたる紅ばい
をおりて、ことしなんさきはじめ
たるといひいだしたるに
　
春ことにさきまさるべき花なれば
　
ことしをもまたあかずとぞみる（六八七）
②天慶六年正月、藤大納言の御せうぞくにて魚袋をつくろ せんとてたまはせりける、をそくいでくるにちかひちかくなりにしか
ば、大殿に此のよしをきこしめしてわかむかしよりようすると仰られてあえものにけふばかりつけよとて、つかひしてたまはせたりしかばよろこびか こまりてようしてまたの日
まつの枝
につけてたてまつる、そのよろこびのよしないしのかんのとのゝ
御か に
わ本ノ
さマゝ
しかふにきこえんと思ふを、しのびてそのこゝろかきいでゝとあるにたてまつる
　
吹風にこほりとけたる池の魚は
　
千代まで松の陰にかくれん（七〇〇）
③むかしはせにまうづとてやどりしたりし人の、ひさしうよらで きた けれは、たまさかになん人の家はあるといひいだしたり
しかば、
そこなりしむめの花
をおりているとて
　
人はいさ心もしらずふる郷の
は
　
花ぞむかしのかにゝほひける（七九〇）
　　
④おきかぜがもとに
かきつばた
につけてやる
　
君がやどわがやどわけるかきつばた
　
うつ
は（ママ）
ぬ時みむ人もがな（七九七）
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
四五
　　
⑤あつよしの式部卿のむすめいせのこのはらにあるが、ちかうすむ所ありけるに、
おりてかめにさしたる花
をゝくるとてよめる
　
ひさしかれあだにちるなと桜花
　
かめにさせれどうつろひにけり（八五六）
⑥ちかとなりなる所にかたゝがへにあるをんなのわたれ ときゝてあるほとに、こと ふれて見きくにうたよむべき人なりときゝて、
これがよむさまいかで心みんと思ふといはんとの心なりければふかくもいはぬに、かれも心みんとや思ひけん
はぎの葉もみぢたる
につけてをこせたり、あはせて十首、をんな
　
秋萩の下葉につけてめにちかく
　
よそなる人の心をぞみる（八六〇）
　　
⑦春源といふだいとくの
さくらの花
をうすかみにつゝみて
　
空しらぬ雪かと人のいふときく
　
桜のふるは風にざりける（八八〇）
　　
⑧
やまぶきのはな
を見よとてたまへるにたてまつる
　
音にきく井での山吹みつれども
　
かはづの声はかはらざりけ （八八六）
58貫之集（天理図書館蔵）貫之Ⅱ
　　
⑦春らんといふ大徳の、
さくらのはな
をうちかみにつゝみてうたよみてをこせたるかへりごとに（二八）
　　
② （前略）
まつのえだ
にこれかゝしこまりかきつけさせにあやしのところにおはしませり（二九）
　　
⑨
なつもみぢしたるきの葉
にかきつけて人のもとにたてまつる
　
夏ながら秋をまちけるもみち葉ゝ
　
色かはりこそものうかりけれ（三一）
　　
⑧ある人のもとより見
‥
‥
‥
‥
よとて
やまぶきのはな
をみよとてをこせたるによみてたてまつる（六七）
59貫之集（伝行成筆自撰本）貫之Ⅲ
　　
③
そこにたてるむめのはな
をゝりて
はつせにまうづるたびごとにやどる人のいへにひさしくやどらで、ほどへていたれゝば、あ
るじ、かくさだかになむやどりはあるといひいだしたれば、 （一八）
　　
⑩
ふぢばかま
をひとのもとにつかはすとて
　
やどりせしひとのかたみかふぢばかま
　
わすられがたきかにゝほひつゝ（二六）
四六
　　
⑪あひしれるひとのまうできて、かへれるのちに
はな
にさしてつかはす
　
ひとひみしきみもやくるとさくらはな
　
今日はまだてもちらばちらなむ（三一）
60源公忠朝臣集（高橋正治蔵）公忠Ⅰ61公忠集（書陵部蔵）公忠Ⅱ62公忠集（彰考館文庫 Ⅲ63公忠集（部類名家集切）公忠Ⅳ64藤六集（書陵 蔵）輔相65朱雀院御 「代々御集」 ）66在原元方集（部類名家集）67師輔集（島原松平文庫蔵）
　　
・れいけいてむの
すゝき
にむすびつく
　
白露のをくよりなびく花薄
　
ほにでゝ風になびきぬる哉（二三）
　　
・
五葉
につけて、かへし
　
はるかぜにをしみもあへず散花の
　
匂ひをいかでまつととゞめぬ（六五）
　　
・おほすけが後涼殿に侍けるに、ふぢつぼより
をみなへし
をおりてつかはしける
　
折てみる袖さへぬるゝ女郎花
　
露けきものと今やしるらむ（八七）
68橧垣嫗集（穂久邇文庫蔵）
・
なでしこのいゑにおほくさきたる
を、人のこひにをこせたるに、たゞひとえだをやりたれば、いかゞおもひけむ、よのほどに
さながらほらせてとりてけるを、おしあてにさならむとおもふ心にかくいひやる
　
つゆの身のをきてみつればとこなつの
　
はなはさながらぬすまれにけり（二）
69増基法師集（書陵部蔵）
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
四七
　　
・あるそうのもとより、
をみなへし
をゝこせて
　
しらつゆのをくにさきけるをみなへし
　
夜にやいりてきみをみるらん（一一〇）
　　
・
菊
にむすびつけしふみを、ある人のみたまひて、九日
　
みつきなくとまれとまでは思はねど
　
今日はすぐといふはなとこそみれ（一一八）
70中つかさ（西本願寺蔵「三十六人集」 ）中務Ⅰ
　　
①
むめ
につけてひとに
　
みぬほどにうつろひぬらむゝめのはな
　
ふかゝりきとものちにかたらむ（一四二）
　　
②
みのむしのつけるえだ
につけて、ひと
　
うつろはぬはなのあたりをたづね
　
いをれるむしをあはれとぞおもふ（一四五）
　　
③はやすみし
いへのさくら
をはこにいれて、人
　
としをへてをりけるひともとはなくに
　
はるをすぐさぬはなを見よ君（一五三）
　　
④
さくらのはえだるえだのあかき
につけて
　
はるすぎてあきはまだこぬほどなれば
　
はなかもみぢかえこそさだめね（一五五）
　　
⑤
正月まゆみのもみぢ
につけて、大納言
　
しぐれをばまちもつけてやゝまのはの
　
おのれまだきに そめけむ（一六〇）
　　
⑥方違に人の家にいきて返りてつとめて、
はぎにあさがほのかゝりてさきたる
をゝりて、かれより
　
はつ秋のはぎのあさがほあさぼらけ
　
わかれしひとのそでかとぞおもふ（一八四）
　　
⑦門さして和泉守順 朝臣のかきをへだてゝあるに、梅をこなたの人みなとりたりといふに、きゝて
むめ
をやりたれば、順
　
ゐせきにもさはらずむめをゝるときは
　
まへのゐせきもさはらざりけり（二〇五）
　　
⑧あはたの右大殿夜ふかくかへり給て、ほたに
ひかげ
をつゝみてたまはせたりしにきこえさせし
　
つゝめどもほた ひとめのしげきよに
　
あけばひかげ まばゆからまし（二五三）
四八
71中務集（書陵部蔵「三十六人集」 ）中務Ⅱ
　　
⑨
みじかき桔
（ママ）
梗
をねこめにひきて、女三宮より
　
つゆしけきあさぢがはらのはなゝれど
　
みじかきほどにあきをしるかな（一四五）
　　
⑦
むめ
をやりたれは、順がいひをこせたる（一八四）
　　
⑩おなじさまなる人に、
さくら
やるとて
　
わかるらん人のこゝろはこれをさへ
　
あだなる草のまくらとおもふな（二一二）
　　
⑪一条のおとゞたえ給て、
花
を、大臣殿、
　
きみまちしむかしかとこそおもほゆ
　
やどのまへなるむめのにほひに（二二五）
　　
⑫れいけい殿の宮のきみ、これよりかへりたまへるあしたに、
山吹
にさして
　
はふし
　
いはぬ色をおもひけらしな山ぶきの
　
きみかへりてのけさのつゆけさ（二二七）
　　
⑬
やんごとなき桜
おりて
　
人しれぬわが身なりせ○
山
さくら
　
はな身
見
にこんといはましものを（二三八）
72きよたゝ（西本願寺蔵「三十六人集」 ）清正
　　
・ふくなりけるころ、とはずとうらみて、
山吹
をおこせたる人に
　
いふかひもなきよの中におひしより
　
くちなしにさくはなさへぞうき（五七）
73よりもと（西本願寺蔵「三十六人集」 ）頼基74たゝ見（西本願寺蔵「三十六人集」 ）忠見Ⅰ
　　
①あるひとの
やまぶき
たてまつるに
　
はるとほくありといへとゐでやまぶきふ
（ママ）
きも
　
こゝろのゆけばおりながらみつ（一五八）
　　
②きたのみやより て、
ふぢのはな
たまへるに
　
いかでか ちらさでくべきふぢのはな
　
風によりてぞなみもたつらめ（一七三）
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
四九
75忠見集（書陵部蔵「三十六人集」 ）忠見Ⅱ
　　
②きたの宮より、
ふぢの花
をたまへるを（三〇）
　　
③ある人、
はなひとえだ
とあるに、そへてつかはす
　
あまたあらばそふべきものをかみな月
　
のこれるきくのかぎりなりけり（四六）
　　
④内よりめすに、をそくまいれば、これにのりてまいれとて、
竹
をたまわせたれば
　
たけ馬はふみかちにしてあしければ
　
いまゆふかけにのりてまいらむ（六〇）
　　
⑤ある人の、
まゆみのもみぢ
をこせたるに
　
ねながらもひくや
‥
べきものをしらまゆみ
　
をきたるまゆみたれかおりけむ（七三）
　　
⑥といひければ、うちかけてのちになまみるを、
ゝみなへし
につけていひをこせたる
　
みるめかりあまにゝたれとをみなへし
　
けふはわれにぞかつきをとれる（一〇二）
76安法々師集（書陵部蔵）安法77山田集（書陵部蔵）
　　
・
ひとえだ
おりてと、人のゝたまはせしかば
　
いづれともわきておるべき枝ぞなき
　
ありとしあるは花の木なれば（二）
78信明集（正保版本「歌仙家集」 ）信明Ⅰ79のふあきら 西本願寺蔵「三十六人集」 ）信明Ⅱ80信明朝臣集（書陵部蔵「三十六人集」 信明Ⅲ81もとさね（西本願寺蔵「三十六人集」 ）元真
　　
・小野宮御忌にさき〳〵かたらふごたちに、
をみなへし
につけて
　
うつろはぬほどだにも見むをみなへし
　
こゝろのとがにつゆはおかなむ（四九）
　　
・八月十五夜蔵人所にて、つきのこゝろをあはれがりて、たちいでゝゆくに、れいけい殿御
障（ママ）
子
ごたち
花すゝき
を折て、たてじ
五〇
とみよりさしいでたり
　
・しらつゆのおくよりまねく花すゝき
　
むすばぬさきにまづぞみだるゝ（一二八）
　　
女へしのはな
をもてきてひとのうふるに
　
むしのねのぼるにもたえぬをみなへし
　
いとゞものおもふやど うゑつる（一三五）
　　
・ものいふ人に、ことひとかよふときゝていきたるに、
をみなへし
を折ていだしたるに
　
をみなへしなべてくさ葉 おくつゆの
　
あきはてがたに見
（ママ）
るこゝろか（一三八）
　　
・
はぎの花
人にやるとて
　
さを鹿のねに鳴そむる秋はぎを
　
折てぞ見ゆる人のこゝろは（一四一）
　　
・あるひとのもとにゆきたるに、
はぎ
を折てさしいだしたり
　
秋はぎのいろづくまゝに鳴鹿の
　
声をばよそのことゝきゝけり（一四二）
　　
・むさしのかみ でしげ、つるのかたの
とうかい桜
あぜち殿にたてまつれり、その使にしろかねのはこにくすりいれたり、それ
に
　
ことしよりきみに千歳をゆ鶴に
ヲ
ぞ
　
とうかいたうにもとめいでたる（一五五）
82朝忠集（小堀本）朝忠Ⅰ
　　
・本院のゆげひに、
かうじのかは
にかきて
　
うすけれどうすくもあらず山吹の
　
やへのいろにし思ひそむれば（二五）
　　
・す尺院のみかど、院にいで せたまて、御ぶつ命のあし に、
けづり花
にさして、御あそびのをりに
　
としごとにさくらはみれどいかなれば
　
けふをるそでのつゆもかはらぬ（六三）
83あさたゝ（西本願寺蔵「三十六人集」 ）朝忠Ⅱ84村上御集（書陵部蔵「代々御集」 ）
　　
・しげあきらのみこの女御の、まだまいらざりけるに、
さくら
につけて
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
五一
　
ふく風のをとにきゝつつさくらはな
　
めにはみえてもちらす春かな（六）
　　
・六月のつごもりに給へりける御返しを、
桔梗
につけて、秋ちかう野は成にけり、人の心も、ときこえ給へりければ
　
秋ちかうなるもしられず夏のゝに
　
しげる草葉とふかき思ば（一六）
　　
・又ねのひに、
松
にさして有ける、内の御
　
ねのひにはい にせよとかうちは
た
へえ
て
　
松をもしらぬこゝろなるらん（二九）
　　
・はるに成てまいり給はむと申けるが、さもあらざりければ、まだとしもかへらぬにやあらむ、との給はせたりける御返りを、
かつらの紅葉
につけて
　
かすむらん心もしらずしぐれつゝ
　
すぎにし秋のもみぢをぞ見る（五八）
　　
・いづれのにか、女御の御かたに花 あり を御らんぜむとありければ、
梅の枝
をおりて
　
見つゝのみなぐさむはなのえだならば
　
かけて心ぞおもひやらまし（八四）
　　
・中宮にわたらせ給て、帰り給て、
藤
にさしてたてまつらせ給ける
　
かへるをばうらみやすらむ藤のはな
　
こゝろあはむとちぎりつれども（八六）
　　
・さとより、
忘草
を御ふみの中に入て、たてまつり給へりければ
　
すみの江の物ときゝしをわ れ草
　
うたがひもなきわれにおふらん（八八）
　　
・同九年正月四日、故太后の御ため 、弘徽殿に 御八講おこなはせ給けるに、
わかな
の籠につけさせ給へる
　
いつしかに君にとおもひしわかれをば
　
法のためにぞけふはつみける（一一〇）
　　
・夏、
はゝその紅葉
の散のこりたりけるにつけて、女御のみこのもとに
　
時ならではゝその紅葉ちりにけり
　
いかに木のもとさびしかるらん（一二八）
85清信公集（書陵部蔵）
　
実頼
　　
・八月許にしのびたひ人にあひて、人めをいたく忍しかば、よふかく帰るあしたに、
すゝき
につけて
　
花すゝきむすびをきたる袂ゆへ
　
露も心もとけずみえける（一二〇）
五二
　　
・はゝ上、東宮にさぶらひ給しに、いとまにてひさしくまいり侍らざりしかば、
なでしこ
に付てたまはせたりし
　
よそへつゝみれとつゆだになくさまず
　
いかゞはすべきなでしこの花（一二六）
　　
・御返、
そのはなのすこしなびたる
に
　
しはしたにかげにかく ぬほどは猶
　
うなだれぬべしなでしこの花（一二七）
　　
・堀川中宮にて 雪のいみじうたかく降たるつとめて、れいけい殿のほそ殿に
ゆきふりかゝりたる
薄カレタル
　にさして、すだれより殿
もりつかさして入て、少将のたてまつりたるとぞある
　
時過てかゝるすゝきの身なれども
　
まねく方にぞ雪とまりける（一三〇）
　　
・一品宮のだいばむところにて、
かうじ
ねがひしかば、
― ゑ或やまぶきの花にかうじをおりておあくして出したりしかばとりて
ふくろにてさしいでたり、こしにつけて
― むめつぼのかたにまいりて、
花
をこき入て、かくかきていれたり
　
うれしやはこれをみつればあぢ なく
　
花になりたる心ちこそすれ（一三四）
　　
・ふぢのじゞう、五月に
まろなるさうぶ
につけて
　
こまたにもすさめずときくあやめ草
　
かゝるは君がふさひとかきく（一三八）
86海人手古良集（書陵部蔵）師氏87一条摂政御集（益田家旧蔵）伊尹
　　
・このしさう、おなじ女の
本モト
にまかりて、まだよぶかきにいでゝ、まだしかりけりとて、かへりいりて、あけてまかりかへりて、
うつろひたるきく
につけて
　
つねよりもいろこくみゆるはなのいろ
　
おきかへりつるつゆやし
そむ
るらん（一六）
　　
・さとにいでたるに、りむじのまつりの
かざしのはな
にさして
　
　
きみゝよとさしゝかざしはちりもせず
　
うつろひもせずのどけからなん（八六）
　　
・
しのぶくさのもみぢしたる
をふえにいれたまへる
　
こひしきを人にはいはでしのぶくさ
　
しのぶにあまるいろを見よかし（一二二）
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
五三
　　
・ちゝおとゞうせ給てのころ、
はぎ
にさして
　
うちみればいとゞものこそかなしけれ
　
うへはうれなきはぎのしたはに（一四四）
　　
・いとほどへて、
しのぶくさのかれたる
にさして、おとゞ
　
ふゆさむみねさへかれにしゝ ぶくさ
　
もゆるはる 我のみそしる（一四七）
　　
・まちしりの宮にて、
もみぢ
にさして
　
心みにをりてみつれどこがらしの
　
もりのもみぢもいろづきにけり（一八七）
　　
・かよひた てのちに、
さくらのちりたる
をふみにさして
　
てもたゆくむすぶやなにぞさくらはな
　
むかしわすれぬ人やみるとて（一八九）
88本院侍従集（書陵部蔵）89藤原義孝集（九州大学蔵）
　　
・ほりかはの中宮にて、ゆきの
ふいみしく
りたる
つとめて、
れいけい殿のほそどのゝ
かれたるすゝきに、ゆきふりかゝりたる
を、とのも
つかさしてさ
すたれのしたよりイ
しいれて、弁の少
先イ
将のきみたてまつれたまふとて、それにむすびつく
　
まねくかたにぞゆきとまりける（二九）
　　
とかきておこせたりけれは
　
ときすぎてかゝるすゝきのみなれども（二九）
　　
・また
まろなるさうぶ
につけてイ
　
春ははなちゝ
り
やちぐさにを
りくイ
も
に
　ほ
へとも
　
ことのはしげしかくてやみなん（三七）
　　
・藤の侍従、五月五日、
まろなるしやうぶ
やるとて
　
たこ
まだにもすさめずといふあやめ草
　
かゝるはきみがす
ふ
さひとぞ
か
きく（三八）
　　
あきのはじめに
をみなへし
につけて女に
　　
・また、女をたつねしに
五四
　
つゆ
み
ふかきものにそ
あとこそみれ
り
けるおみなへし
　
たたゝ
づぬ
なる
る人をたゞにあら
は
せよ
ぬ
（五九）
　　
・八月ばかり、しのびたる人にあひて、夜ふかくかへるあしたに
すゝき
につけて
　
はなすゝきむすびおきつるたもとゆへ
　
つゆもこゝろのとけずみえつる（六九）
　　
・はゝうへ東宮にさぶらひ給しに、いとまに ひさしうまいり侍らざりしかば、
なでしこ
につけてたてまつりし、はゝうへ
　
よそへつゝみれどつ
も
ゆだ
も
になぐさまず
　
いかゞはすべきなでしこのはな（七三）
90仲文集（書陵部蔵）
　　
・
はなのえだ
に、ふみのあるをみて
　
はるのとは心つかひをたづぬれは
　
はなのたよりにこてふなりけり（八）
　　
・三条の大臣殿にて、ゑちごに物いひて、あくるまであるに、
なでしこのつゆなどをきたるあふぎ
を、これみたまへとてさしい
でたれば
　　
おもひしる人にみせばやよもすがら
　
わがとこなつにおきゐたるつゆ（一六）
91小馬命婦集（書陵部蔵）
　　
・もちふむとしごろいひわたるに、つれなければ、
ふぢ
にさして
　
ひさしきをまつとやふぢも思らむ
　
かゝるをなげくやどにしもさく（一一）
　　
・また、きなるうすやうを、
はぎのしたはにえりて、白銀を露にをかせて
　
をじかたつをのへにしける秋萩に
　
したはのうへをしる人のなき（二一）
　　
・
はぎのしたはのこき
をとりて
　
つゆかゝるはぎをもおきてさをしかの
　
まつわびしらになくをこそまて（二二）
　　
・これより、
まゆみのもみぢ
につけて、
　
あさな〳〵きりへだつめるさを山の
　
にしにさすえはつゆやおくらん（二三）
　　
・しもつきつも
（ママ）
こりかたに、
むめのはな
につけて、おとこ
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
五五
　
ふゆやはるはなやはるべのむめならぬ
　
ゆきにかよひし色はそれにて（二八）
92西宮左大臣集（書陵部蔵）高明93為信集（書陵部蔵）
　　
・わすれしとちぎりわたりける女のもとに、
藤の花
につけて
　
あきになればたつなりにけりいかにぞや
　
ちぎりしふぢのうらはなれども（三）
　　
・
はつゆきのふる日
、とこなつにさして
　
おもひやれつま きやどのとこなつに
　
はらひもあへずけさのはつゆき（九）
　　
・
おぎのはを、むし むすびたるやうにしたる
を、あるおとこ、をかしき物哉とて
とらすれば、なにかをかしきとてすつれば、
かくいふ
　
むしだにもゆへこそ見ゆれなどかきみ
　
おぎのはをだにむすばざるべき（三〇）
　　
・又、
とこなつ
にさして
　
もろともにおきふすつゆの身なりせば
　
うれしからましとこなつのはな（三六）
　　
・五月五日、つれなき人のがり、
さうぶのね
やるとて
　
あやめぐさけふしもかゝるたもとかな
　
いつかはきみがつ きおりなき（三七）
　　
・五月五日、ある人の まにしのびて、いでゝ、物いひて、
あやめぐさ
に書て、
　
わがやどのつまのみあらずあやめ草
　
ねもあらはれてうれしからまし（四九）
　　
・ほうもち、人のこひた やるとて、
はぎのえだ
につけて
　
うやまひてふしをがみつゝひとえだを
　
みよのほとけにたてまつるあき（五〇）
　　
・七月七日のつとめて、
あさがほ
にさして
　
あさがほのつゆうちはらひたなばたの
　
けふのくれをばまちやわ らん（五九）
　　
・同日、
かちのは
にかきて、たてまつりし中に
五六
　
けさはとてふなでをすらんひこぼしの
　
かぢのはをこそわれかはしつれ（六〇）
　　
・色このみたる女に、
子日の松のねおほかる
にさして
　
ひくことやけふはあまたになりぬらん
　
きみをねのひに見ゆるまつかな（六九）
　　
・いみじうぬれぎぬき
はぎのわかば
にさして
　
みやぎのゝはぎのわかばすゑよはみ
　
くるしげなりやことのはのつゆ（八九）
　　
・物いふ人〳〵とねにけりと ゝて、
とこなつ
にさして
　
しらつゆのをけるものなるとこなつを
　
ひとふし人のおりてけるかな（一一二）
　　
・斎院にて、け あひたりし人 、
あふひ
をゝこせたれば
　
たなばたのこゝちこそすれたまさかに
　
としにひとたびかざすとおもへば（一三四）
　　
・九月九日、
わたかづけたる菊
にかきて、女に
　
おいもせずしなずときくもなにかせん
　
あふくすりとぞおもはましかば（一四六）
94順集（書陵部蔵「三十六人集」 ）順Ⅰ95源順集（書陵部蔵「歌仙集」 ）順Ⅱ
　　
・五日、
菖蒲
につけて、あるところにたてまつらせける
　
進上
こゝろざし
　　
深
ふかき
　
右葉之菖蒲草
みきはのあやめくさ
　　
千年五月五日可苅
ちとせのさつきいつかゝるべき
（一）
　　
・中のみかどの家の南に中務すむ、
六月また梅の枝につきたる
をおりて、北の家にをくれる
ことばにいはく、こゝのはまだかく
なんのこりたると、すなはちこゝには
　　
ゐせきにはさはらず水のもるにあへば
　
まへの梅津ものこらざりけり（二五〇）
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
五七
96斎宮女御集（書陵部蔵）斎宮女御Ⅰ
　　
①あひしれりける人のものよりきて、
すげ
にふみをさして、これはいかゞみるといへりけるによめる（三）
　
　　
②はるになりてまいらむときこえ給けれど、さもあらざりけれは、まだとしも返らぬにやとの給はせたりける御返を、
かえでのもみぢ
につけて
　
かすむらんほどをもしらずしぐれつゝ
　
すぎにし秋のもみぢをぞみる（四九）
　　
③野ゝ宮におはしける比、三条の宮に、
まゆみの紅葉のひとはありける
にさして
　
こがらしのかぜのつかひはちかけれど
　
人はわするゝもりにぞ有ける（一〇五）
　　
④むまの内侍、
山ぶき
にさして
　
やへながらあだにみゆれば山ぶきの
　
したにこそなきゐでのかはづは（一一二）
　　
⑤女御どのゝ御かたに花のありけ を、御らむぜむとおほせられければ、
むめの枝
をゝりて
　
みつゝのみなぐさむはなの枝な
　
つけてこゝろや思やらまし（一五〇）
97さいくうの女御（西本願寺蔵「三十六人集」 ）斎宮女御Ⅱ
　　
④むまの内侍、
やまぶき
にさして（六三）
　　
⑥又、
子日の松
にさしてありし（九二）
　　
②春になりて いらんときこえ給れば、まだとしもかはらぬにやとの給はせたりけ ばおほんかへりに、
かへでのは
につけて
（一
一七）
　　
⑤女御殿ゝ御かたに花のありけるを、御覧ぜさせんとありければ、
むめのかた
をゝりて、御（一三八）
　　
⑦む月のはつ子の日、雪のいたくふりたるに、みくしげ殿ゝ女御、
松
につけてこの女御に
　
君がためこゝろをやりてひくまつは
　
ゆきもかはかぬものにぞありける（二一一）
　　
③
十一月許もみぢのたゞ一葉のこりたる
、みくしげ殿ゝ君ちかくおはしておとづれたまはぬに、たてまつり給（二一六）
　　
⑧
しも月にさきたるむめ
を人のたてまつれりければ
五八
　
ふゆごもりゆきちるさとにおもなれて
　
ほころぶ花もしらずぞありける（二四八）
　　
⑨やよひばかりに、あめふる日、
かつらのもみぢ
人のもてまいれり
　
春さめとみるはしぐれかおぼつかな
　
かすみをわけてちれるもみぢは（二五〇）
98斎宮集（正保版本「歌仙家集」 ）斎宮女御Ⅲ
　　
③野ゝ宮におはしける比、三条殿より、
まゆみのもみぢのひとはある
にさして（四九）
　　
④むまのないし、
山ぶき
にさして（五四）
　　
⑤女御々かたにはなのあり を 御覧ぜんとありければ、
梅ひとえだ
おりて、上（九八）
99斎宮女御集（小島切）斎宮女御Ⅳ
　　
③のゝ宮におはしけるころ、三条の宮
まゆみのひとは
あるにさして（一八）
　　
④むま ないし
山吹
にさして（二三）
　　
⑩
十一月にさきたるさくら
を、ひとのまいらせたれば
　
冬こもりゆきちもさらにおもなれてほころぶ花もしらずぞありけ （九〇）※斎宮女御Ⅲ⑧は同歌だが、 「梅」
　　
⑪三月許あめふる日、
かへでのもみぢ
を人のまいらせたれば
　
ちる花をとづるかすみも春ながら
　
にしの山へはもみぢすらしも（九一）
100源賢法眼集（書陵部蔵）101御形宣旨集（書陵部蔵）102兼澄集（書陵部蔵）兼澄Ⅰ
　　
①たちはきにてはべりしとき、宮の女房 まへをわたり侍りしに
むめのはな
をさしいでゝはべりしかば
　
たまたれ
○
の歟 （朱） ママ
こすのうちにはむめのはな
　
おもひかけたるひとやおる覧（二）
　　
②かよひはべりし女を、わすれがたになり侍りしに、
ちゐさき木のもとはは
み（ママ）
て、すゑはかれてはべりし
に、ふみをつけて、か
くいひて侍りし
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
五九
　
わびつゝもすゑの世をだにたのむ木の
　
うれしもまつぞかれまさりける（一八）
　　
③よのなかいとさわがしきころ、人のもとより、
そのまへのさくらちりやしにたる、ひと枝
をこせよといひたる、やるとて
　
よのなかにをりくらぶればさくらはな
　
にほひのどけきこゝちこそすれ（三四）
　　
④さいすゝけちか
露草
こふやるとて
　
てにつみて身づ らそめしはなゝれば
　
としはふれどもいろもかはらず（四二）
　　
⑤ひとのむすめをけそうしはべりしに、おやにのみいひわたりて、七月ばかりに、
すゝき
にさして、女に
　
あきかぜのふくにつけつゝはなすゝき
　
ほのめかすをばしるやしらずや（九九）
103源兼澄集（島原松平文庫蔵）兼澄Ⅱ
　　
⑤ある人のむすめのもとに、せう こいへ 、おやのみかへりことをいひしかば、七月ばかり
すゝき
につけて（六）
　　
⑥三月つごもりに、
まへにありしさくら
のおもしろかりし
に、とう宮に侍る女房の、いでたりしか、まいりたりしに、
つけて
い
ひし
　
はなさかりすぎゆくやどにさくらありと
　
にほはせはるの宮のわたりへ（三一）
　　
②
ちいさき木のもとすゑのかれたりし
につけて、をんな（四三）
　　
①
女房の
むめのはな
をおりて、なげいだされた かば
たちわきなりし時、宮のいぬかりせさせたまひしに、大ばむ所のまへを
わたり侍りしに、 （五二）
　　
④すけちかゝ、
つゆくさの花
こひて侍、かへしつかはすとて（七七）
　　
⑦わすれ侍しをんな、四月まつりのひ、くるまより、
あふひ
をおこせて侍しかば
　
神かえて君がちかひしわが かの
　
あふひはよそにならんとや見し（一三六）
104恵慶集（書陵部蔵）
　　
・あるやんごとなきところより、
きくのうつろ たる
を、いだしたまへるに
　
さまことにゝほふをみればきくのはな
　
たう
ちとのまがきおもひこそやれ（一一九）
六〇
105曽祢好忠集（天理図書館蔵）好忠Ⅰ106好忠集（伝西行筆
　
巻子本切）好忠Ⅱ
107好忠集（伝西行筆
　
桝形本切）好忠Ⅲ
108千穎集（穂久邇文庫）109惟成弁集（書陵部蔵）惟成Ⅰ
　　
①いへのひむがしにすむ人に、
おもしろきやまぶき
をゝりてやりたれば、ものもいはねば
　
なになれやいふにまされる花のいろも
　
ゐでのさと人心くまねば（五）
　　
②五月になりて、きなるうすやうに、
たち花を
つゝみておこせたり、ものもいはねば、はにかきてやる
　
くまざりしゐでのさとなるはなゝれど（六）
　　
といひたれば
　
たれゆへおれるそでのしるべぞ（六）110惟成集（伝坊門局筆切）惟成Ⅱ
　　
②正月五日になりて、きなるうすやうに
たちばな
をつゝみて、はにかきてやる（２）
111元輔集（書陵部蔵）元輔Ⅰ
　　
①なしつぼにて、かうのないしのすみはべるさうしのへだてのかみより、ゑぶくろにものいれて、
ふぢのはな
さして、ゆひてさ
しこしてはべしに
　
たちかへりみれどもあかずはるかぜの
　
なごりにおれるふぢなみのはな（二）
　　
②女はうのくるまに、
梅のはな
をゝりてつかはすとて
　
まつをのみひきてかへらむゝめのはな
　
おもふこゝろののこるらんかも（三九）
　　
③むらかみの御とき、五月四日かうしに、おとこかた女かたとうたをあはせ、女
本
はかちにけれは、八月廿日まけわ
（ママ）
、いとをむすび
たるこに、松むしすゞむしいれて、
おみなへし
につけてはべりしに
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
六一
　
女へしそらにかゝりてはふくずの
　
まくとやおもふ露のとかぬを（七二）
　　
①
なこれはさきにかきたりいかなることにか
しつぼにて
、かんのないしのすみ
は
けへ‥
る‥
いたがきのかみより、ゑぶくろに物いれて
ふぢのはな
してなげこしてはべ
りしに（九四）
　　
④のぞみならぬを、中ふんがもとより、
花
につけて
　
はるをへてはなまちとほにみゆるかな
　
秋のたのみもなくはこそあらめ（一五四）
　　
⑤二月つごもりに、ひむがしの院にまかりて、
さくらの花すこしつぼめる
をみて、二日ばかりありて、その院なる
人のもとにつ
かはす
　
さきぬらむとおもひやりてぞおしまるゝ
　
心もとなくみえしさくらを（一七八）
112元輔集（正保版本「歌仙家集」 ）元輔Ⅱ
　　
①なしつぼにてないしのすみけるつぼねの、ざうしのへだてのかみよりゑぶくろに物いれて
ふぢの花
してゆひて、やまにちらし
て侍しに（二）
　　
②女車に
桜の花
おりにつかはすとて（三三）
　　
⑥
菊の花
いとおもしろくさきたるにつけて、ときふがよみて侍り
　
きくの花さかりの色のわがみには
　
しろくなるなどわびしかるらん（一〇三）
　　
④なかふがもとよりのぞみのえならぬを、
花
につけてとぶらひて侍しかは（一七二）
113元輔集（尊経閣文庫蔵）元輔Ⅲ114兼盛集（書陵部蔵）兼盛Ⅰ115かねもり（西本願寺 「三十六人集」 ）兼盛Ⅱ
　　
・むま中将さとより、
すゝきなどすへてあきのはな
をゝりませて
　
きみによりはつねをつめるはなすゝき
　
つゆかけまくはかしこけれとも（一〇五）
116円融院御集（書陵部蔵「代々御集」 ）
六二
　　
・つぼ前栽に、花なしときゝ給て、
一もと菊のおもしろき
をまいらせ給て
　
ないしのかみ
　
しぐれつゝ時ふりにたる花なれと
　
雲井にうつる色はかはらず（一四）
　　
・一品宮に
わかな
まいらせ給とて、銀のひげこに入て
　
東三条のおとゞ
　
わかなつむ腰はふたへに有ながら
　
のべの小松をたのみてぞひく（四一）
117よしのふ（西本願寺蔵「三十六人集」 ）能宣Ⅰ
　　
①おもふことはべるをとひ侍らぬをんなに、おなじ日
あやめのね
につけて
　
あはれともとはぬにしけるあやめ草
　
つゆけきねのみかゝるそでかな（一四）
　　
②中納言朝成朝臣蔵人頭にはへりし時、ある人を
（一字分空白）
　
こぜんとて、そのこといはせんによびはべるにまかりたれば、ものなどのたう
ひ侍りて、女方にゆづりつけはべりて、いりてのゝちものいはせ侍て、すのうちよりかはらけに
ひかげ
をいれて、さしいだせ
り
　
ありあけのこゝちこそすれさかつきに
　
ひかげもそひていでぬとおもへば（六三）
　　
③なしつぼに和歌えらぶとて、これかれは に、かたはらなる内侍のつぼねより、
藤花
をものよりうちこしてはべりしかば、
なをあらじとて
　
うしろめたすゑのまつ山いかならん
　
まがきのしまをこゆるふぢなみ（一六四）
　　
④ふみなどつかはす人のつれなく侍に、
つのぐみたるあし
につけて
　
なほやまたむすぼをるらんあしもゆる
　
ぬまのこほりのとくるはるさへ（一九九）
　　
⑤五月五日
さうぶのね
につけて人につかはす
　
こもりえのみぎはのしたに今日まつと
　
ねざしつもれるあやめぐさかな（二一四）
　　
⑥人のもとにまかりてものなどいひて、
をみなへし
をゝりてすだれのうちにさしいるとて
　
をみなへしにほふあたりのゝをしめて
　
あきのよな〳〵たびねをぞする（二三七）
　　
⑦九月許、 、
もみぢのえた
をりてといひつかはしたる返事に、かくましたり
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
六三
　
こがらしの風もふかぬにいろ〳〵の
　
もみぢのえだをゝらするやたれ（三四八）
　　
⑧女の許に、
紅梅
さしてつかはしゝ
　
なげきつゝなみだにそむる花のいろの
　
おもふほどよりうすもあるかな（三五六）
　　
⑨
みのむしのすくみたる、まゆみのいとあをき
にさして
　
はなちりてあめのもりぬるなげきには
　
身のさだめたるむしぞすみける（三六二）
118能宣集（正保版本「歌仙家集」 ）能宣Ⅱ119能宣集（書陵部蔵「三十六人集」 ）能宣Ⅲ
　　
③なしつぼにて、おほやけことつかまつるとて、あるないしのつぼねより、
ふぢのはな
にものをむすびつけて、きりかけのはさ
まよりさしこしたるに（九一）
　　
②しさう
ゑへ
に、をみたまはれる人のいへのうちより、さけ
い
だし
はべるとて、かはらけに
ひかげ
をいれて、いだしてはべるを、と
りはべるとて（二七八）
　　
⑨
みのむしのすくひたるまゆの、いとあをき
にさして（三四四）
　　
⑩
こうばいにさして
、そのいろのしきしにかきて
　
なげきけるなみだにそむるむめのはな
　
おもふほどよりうすく
もあるかな（三五五）
120輔尹集（彰考館文庫蔵）
　　
・人〴〵くさあはせゝしに、
おし草
につけて
　　
おしくさのくさのかきおにことやめて
　
まけにけりとはいはせずもがな（七）
121加茂保憲女集（書陵部蔵「六女歌集」 ）保憲女Ⅰ
　　
・……まくらがみに
おもしろきもみぢ
を、ひとのをいたりければ、おもひあまりて
　
くもりつゝ涙しぐるゝわがめにも
　
猶もみぢばゝあかく見えけり（一）
122賀茂女集（書陵部蔵）保憲女Ⅱ
六四
123たかみつ（西本願寺蔵「三十六人集」 ）
　　
・ひえのやまにはべるころ、人のたきものをこひてはべりけるまゝに、
すこしむめの花えだにわづかにちりのこりてはべりける
につけて、つかはすとて
　
春たちてちりはてにけるむめの花
　
たゞかばかりぞえだにのこれる（四三）
124道信集（島原松平文庫蔵）道信Ⅰ125道信朝臣 書陵部蔵）道信Ⅱ126時明集（書陵部蔵）127馬内侍集（三手文庫
　　
・かかるべきことにあらずとい てあはぬ人のもとより なが月ばかりに、
まだらなる草葉
をゝこせければ
　
人こゝろまだらにみゆる草なれば
　
かれぬる人のしるしなるべし（三五）
　　
・かくてその冬うちとけても はざりければ、年かへりて二月ついたちころに、
つぼみたる花
にさして
　
あだにはとたのみし風しあらからば
　
さかりもなくて花や散なん（三六）
　　
・かくてあるに、さはれなどいふころ、
くれなゐの花
をおとこのみせにをこせたれば
　
くる
ゝ（ママ）
とて色にいづればあさえけり
　
そめてくやしき花をみるかな（四〇）
　　
・ほかにとてかへしつ、など をとはの いひたりしかば、身づからきたるにあはねば、九月九日
菊
にさして
　
菊のうへの露をばをきてなみだこそ
　
わたの衣の袖もかはかね（五一）
　　
・またあるおとこ、
しのぶくさ
につけて
　
しのぶ草忍ぶやつまといひながら
　
夜ふかく露のおく
るママ
袖かな（六四）
　　
・大風のふき るつとめて
ひはだ
にさして、あるおとこのもとに
　
けさみればとまれる宿もなかりけり
　
しのぶの草もいかゞなりにし（六七）
　　
・ひさしくあはで、
なでしこ
にさして
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
六五
　
逢ことはからなでしこのはるけくて
　
思ひわづらふとこ夏の花（七〇）
　　
・人のもとに、
かれたるもみぢの枝
をやりたれば
　
しもかれのあふくなげきの枝なれば
　
ふかき色とはみえずぞ有ける（七九）
　　
・かへし、
かしは木のわかき葉
にさして
　
ほとゝぎすしのぶるものをかしはぎの
　
もりても声のきこえけるかな（八三）
　　
・めある人のもとに物いふにつゝめば、
かきのした葉
にかきてをこせたる
　
露とけておもひもをかし物ゆへに
　
したにこがれて何かしのぶる（八六）
　　
・きんたうのきみ、
こぞのはるやりたりしむめの花
を、ふみにさしてをこせたれば
　
むかしににたる梅のはなかな（一〇五）
　　
・をとりたるおとこ、
やなぎ
にふみをさしてをこせたれば
　
ふく風になびくとやきく青柳の
　
いとあさましくおもひよるかな（一一九）
　　
・忍びたる人、
かはたけ
をうへよとてをこせたれば
　
風ふけばこずゑかたよるかは竹の
　
よゝになれなばねもたえぬべし（一三九）
　　
・あはたの右大殿、夜ふかくかへらせたまひて、
ひかげ
を給はせたりしかば、御返きこえさせし
　
つゝめどもうきに人めのおしければ
　
あけば日影のまばゆからまし（一四〇）
　　
・かりそめはかりおもひし人の、まめやかにか らふ人いできぬときゝて、
うつろひたる萩のした葉
にかきて
　
うつろふは下葉ばかりと見しほどに
　
やがて秋にも成にけるかな（一四六）
　　
・むかしのともだちのもとより、
おほきなるたちばな
をふみのなかに入て
　
たぐひなきこひする人のあた には
　
花たちばなもかばかりやなる（一七四）
　　
・ある人、このひとをかたらはん 人にもいけ ふみをもを せんとおもひけるほどに、すぞろなるきんたちな
り（ママ）
と女かたらふ
ときゝて、
菊
にさして
六六
　
ちらすとてきくに心をかけたれば
　
花こそいたくうつろひにけれ（一七九）
　　
・ともだちのもとなりし、その人にはなれてまたのとし、
中のねのひの松
をむすびて、けふはなかのねのひとはしらずやとて
　
たれをけふまつ かいはむかくばかり
　
わするゝ中のねだけなるよに（一八〇）
　　
・おなじ日、
女郎花
をうへよとて人のをこせたれば
　
ひこぼしにしのぶるひとや よふらん
　
けふしもにほふをみなへしか （一八四）
128朝光集（書陵部蔵）
　　
・とて、
やなぎのえた
に、あをきしきしにつけて、そのくらひとに
　
にほひさへちるぞわびしきあをやぎの
　
かたいとしてはなどかときけむ（六）
　　
・むまの内侍のみなみなるいゑに、十二月廿日ばかりにわたる、
松
どもにつけて
　
はるちかきとなりに君はすみのえの
　
まつひとゝはたおぼゝゆるかな（二二）
　　
・みあれのぜんじあまになりたるに、
しきみのえだのむしついたる
につけて
　
あめのしたふりてあはれといふほどに
　
身のさだめたるむしぞかなしき（二八）
　　
・ひたちのをのゝみまきより、
くさ
たてまつれるをみたまひて
　
ひたちなるを ゝみまきのつゆくさの
　
うつしはこまのをくにぞ有ける（五〇）
　　
・三条の此方より帰給ひて、
萱草花
にさしたま
　
おこたりのいろにいでたる花みれば
　
もの思ひしれるをりかとぞ思ふ（八二）
　　
・またの日まうでたれば、
はすの花
をかねしてつくりて、みのなかにはこはひかたいしほをいれてやりたまふ
　
ひたくればきえやしぬらんうたが ぬ
　
はなのかほをもけさは見るかな（九五）
　　
・正月十五日、ねの日にあ りけ 、ほりかはの中宮わたらせたまひて、
しろかねの小松のえだに、あをきかみにて、ながき
つ
けたまふ、中将にて
　
きみがよをゆく〳〵みればこまつより
　
ほかのみどり みえずぞあり る（一〇〇）
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
六七
　　
・あめに、十月ばかりに、
もみぢのみなちりたる
につけて
　　
うしとおもふあきにをくれてとゞまれる
　
ひとはかひなきものにぞ有ける（一一四）
129傅大納言殿母上集（書陵部蔵）道綱母
　　
・とのより、
やえのやまぶき
を、たてま
つらせ給へりけるに
　　
たれかこ かずはさだめしわれはたゞ
　
とへとぞ思ゐでのやまぶき（一一）
　　
・かへりこ するを おやはらからせいすときゝて、
まろこすげ
にさして
　　
うちそばめきみひとりみよまろこすげ
　
まろはひ すげなしといふなり（二二）
　　
・女院はまたくらひにをはしましゝをり、八講をこなはせ給ける、さゝげ物に
はちすのすゝ
まいらせ給とて
　
となふなるなみのかずにはあらねども
　
はちすのうゑのつゆにかゝらん（二九）
　　
・おなしころ、に
ひ（ママ）
のとの、
たち花
をまいらせ給ふれば
　
かばかりもとひやはしつるほとゝきす
　
はなたちばなのえにこそ有けれ（三〇）
130相如集（内閣文庫蔵）
　　
・人の
むめ
こひたる、やるとて
　
しらじかしはなゝる人のこゝろには
　
かゝるなげきの身になれりとも（二六）
　　
・つねにいひたはるゝを、はじめよりの人あ ば、わづら がりて いらへもせぬを、とのゐしてつとめてあり、くちおしくて、
みかうしはなちて、手をたゝけば、ふとよりきたり、にげてかへりぬ、みかうしあくる人に、たれぞととへば、
あさがほ
にさ
して
　
つゆのとくおきてみつればあさがほを
　
にくげなりともおもひぬるかな（三一）
　　
・いきことなしたまふとある、ねたしとて、
かゞみ草
にさして
　
あさがほのよにこそあらじかげうつる
　
かゞみ草をぞゝこにみつらん（三四）
　　
・賀茂のまつりの日、 りたる車に
たちばな
やるとて
六八
　
かをとめてむかしのひとをたづぬれは
　
けふはあふひになりにけるかな（五四）
131為頼朝臣集（三手文庫本）
　　
・五月のすゑに、
さくらのもみぢたる
につけて
　
わがやどのこずゑにのみは秋こじを
　
いかにもみつるなつのなかばぞ（五六）
132実方朝臣集（群書類従）実方Ⅰ
　　
①石清水のり
臨時うしのまつりのつかひにて、ためまさの朝臣のありけるとしの舞人にて、またの日、
かざしのはな
にさして
　
かつら河かさしの花のかげみえし
　
きのふのふぢそけふは恋しき（二）
　　
②ほり川の院にて、御屏風のうしろに、こまの命婦人がゐたるに、
かみより
やまぶきのはな
を、なげこさせ給へる
を、うへのせ
させ給へるとこゝろへて
　
やへながら色もかはらぬやまぶき
　
九重になどさかずなりにし（一二）
　　
③うちわたりの女に、
尾花
につけて
　
これをみよちぎらぬ野べの尾花だに
　
こと社いはねまねくものをば（一〇八）
　　
④はやう物いひし人に、
かれたるあふ
ひにつけて
　
いにしへのあふひと人はとがむとも
　
猶そのかみのけふぞわすれぬ（一二四）
　　
⑤
はちすの葉
に、
（三字分空白）　　　
をつゝみて、女に
　
いづれをかのどけきかたとたのまゝし
　
はちすの露とうつせみの身と（一三一）
　　
⑥とのもりの君に、
むらさき
こひたる、をこすとて
　
かこつべき人もなきよにむさしのゝ
　
わかむらさきをなにゝめづらん（一五二）
　　
⑦承香殿の宰相君、
なし
をさしいでたれば
　
かくれなき身とはしる〳〵山なしの
　
おふのうらまでおもひなるらん（一五七）
133実方中将集（書陵部蔵）実方Ⅱ
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
六九
　　
①いはし水の
り
臨時祭 うしのまつり
のつかひに、ためまさの朝臣のありけるとし、まひ人にてかへりてかへりての又の日、
かざしのはな
にさして（二）
　　
②ほりかはの院にて、御
ひ
屛やう
風のうしろに、
こ小馬
ま
の命婦のゐたるに
かみから
やまぶきの花
をなげとらせ給へる
に、うへのおは
しますとこゝろえて（一〇）
　　
⑧おなじころ、道信 中将
花
につけて
　
すみぞめのころもうきよのはなざかり
　
をりわすれてもをりてけるかな（二六）
　　
③うちわたりの人に、
おばな
にさして（一一三）
　　
④はや ものいひし
かれたるあふひ
にさして（一三三）
　　
⑤
はすのは
に、せみをつゝみて、女（一四三）
　　
⑨ある女の、
すぎのみ
をつゝみて、をこせたりければ
　
たれぞこのみわのやまもとしらなくに
　
心のすぎのわれをたづぬる（一五一）
　　
⑥とのもりのかみに
むらさき
こひたれば、をこすとて（一六九）
　　
⑩をんなに のいひて、又日、
とこなつ
にさして、いかゞありけむ
　
とこなつのはなの
つか‥
け‥
つ
ゆ
ゆにはむつれねど
　
ぬるともなくてぬれし袖かな（二二七）
　　
⑪あるやむごと き人に、
かつら
たてまつり給けるに
　
君がためやをよのかみをかけつゝも
　
なをすぢことにいのらるゝかな（二九二）
134実方朝臣集（書陵部蔵）実方Ⅲ
　　
④
かれたるあふひ
を、はやうものいひしひとに、みあれの日やるとて（一二）
　　
⑩女どものいふとてありけるに、いかゞ りけん またの日、
とこなつ
につけて（一八）
　　
⑤なかゝはの宰相の君に、
はすの葉
にうつせみをつゝみて、やりたりければ（二三）
　　
⑧に
円融院
わしのみかど、うせたまひてのころ、
桜の枝
を道信の中将にやるとて（七六）
七〇
　　
②にわしのみかとをりたまひて、日ごろありて
山ぶきのさきたる
を人のたまはせたるを見て（一〇〇）
　　
⑫正月ついたちの日、
たちばなのえだに、ゆきのふりかゝりける
を、三位中将のもとにやる
　
ときははるはなはさ月のはなからも
　
とりのこゑにやけさはわくらん（一三七）
　　
いはし水のりんじのまつりのつかひに、ためまさかまかるとし、まひ人にて、
かざしのはな
さしてやる
　
かつらがはかざしの のかげみえし
　
きのふのふぢぞけふはこひしき（一四六）
135実方集（天理図書館蔵）実方Ⅳ136清少納言 書陵部蔵）清少納言Ⅰ
　　
①いくとせもゆめ〳〵わすれたまふなといひをきて、よつきといふにかへりて、
くれ竹
につけておこせたれば
　
わするなよ〳〵といひしはくれ竹の
　
ふしをへだつる数にぞ有ける（一五）
　　
②
はるかつらのえだ
のもたるにさして
　
花もみなしげき木ずゑに成にけり
　
などか我身のなるかたもなき（一六）
　　
③おなじ人、みなつきばかりに、
はぎのあをき下葉のこはみたる
を折て
　
これを見よ上はつれな 夏はぎの
　
下葉かくこそ思ひみだるれ（二二）
137清少納言集（書陵部蔵）清少納言Ⅱ
　　
①ものへゆくとて、ゆめわすれたまふなといひて、よわ
本ノマヽ
かといふに、
くれたけ
につけて（一三）
　　
④はるかにて、
きのかれたる
につけて
　
花ちりてしげきこずゑの程もなく
　
うらみときにもいかゞなるべき（一四）
　　
③世中いとさはがしきとし、とをき人のもとに、
はぎのあをきしたはの、きばみたる
にかきつけて、六月ばかりに（一九）
138しけゆき（西本願寺蔵「三十六人集」 ）
　　
・難波にてふなせうようして、
きしのふぢのはな
をゝりてやかたにさして、くれにかへるとて
　
こくふねに さよりかけしふぢなみは
　
よるさへみゆるものにざりける（一〇二）
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
七一
　　
・はる、く
本
ら人たひといふくつを、
花
につけてえさせたる
　
あしびきの山のさくらもみ
（ママ）
つゆかし
　
このたびえたるくつのをしさに（一六四）
139中務親王集（伝寂然筆切）具平親王
　　
・あるいろこのみたつ人のもとに、
まつたけ
をあきかみにつゝみて、すみをきかきつけて
　
おもひやるふもとのゝべのふぢばかま
　
やまのしづくに（四）
　　
140藤原長能集（書陵部蔵）
　
長能Ⅰ
　　
①女に、
なつのはな
につけて
　
ゆきをうすみかきねにつめるからなづな
　
なづさはまくのほしきゝみかな（五二）
　　
②
母女‥
の服にて、みやにまいりて侍しに、
花
ををりてとおほせことはべりしかば
　
したつえにさかすしもあらずさくらはな
　
いかでかゝけむすみぞめのそで（一二一）
141長能集（書陵部蔵）長能Ⅱ
　　
②はゝのふくにはべしとし、宮にまいりたるに、
おまへなる花
をおりてと、おほせことある（九六）
142小大君集（書陵部蔵）小大君Ⅰ
　　
①又、五月五日、
さうふのね
をう
ほとゝ きすイ
くひすにつくりて、
むめのえだ
にすゑて給はせたるに
　
むめがへにとりあ
たかへたるイ
やまてほとゝぎす
　
こゑのあやめもたれかわくへき（二八）
　　
②宮きくのことなゝり、たうのみねの君に、ある大とこのさりへ かうろにいれんとて、
梅花
さぶらふなるすこし給はらん、と
ましたりければ
　
春風にちりはてにけ
りむイ
むめのはな
　
たゝかばかりぞえだにのこれる（三六）
　　
③三
みやにみやのイ
の宮の御いかの事はためたふの君なんつかふまつり給ける、
まつのみいりたると、そのえだ
につけて
　
ときは
は
にきてイ
ゝてのとけきものはあめのした
　
ちよまつえだのかげにざりける（五九）
　　
④おとこ、
まつ
をむすびて
七二
　
そめかへしいくしを
ほへてか
しらでいそのかみ
　
おもひまつばをむすびおくかな（六七）
　　
⑤
なでしこ
を人のがりやるとて、五月五日、くすだまにつけゝる
　
なでしこのけふひきそふるあやめ草
　
さはのものとはおもはざらなん（一三七）
143小大君集（林家旧蔵）小大君Ⅱ
　　
④
まつ
をむすびて、おとこ（六四）
　　
⑤
なでしこ
を人のがりやるとて
　
五月五日クスタマニツケケル（一一七）
144小大君集（書陵部蔵「三十六人集」 ）小大君Ⅲ
　　
⑤
なでしこ
を人のがりやるとて、くすだまにそへて（二五）
145小大君集（書陵部蔵）小大君Ⅳ
　　
⑥ちいさき
こ
うし‥
りのきなるを、おなじいろのかみにつゝみて、
をみなへし
につけて、あさみつの少将にやるを、きゝたがへて、
よそひとにとらせたりければ
　
くものたつうりうの山のをみなへし
　
くちなしいろはくひぞわづらふ（二三）
146重之の子 僧の集（針切）重之子僧
　　
・
あやめ
につけて、ひとのもとに、はじめて
　
けふよりはよどのわたりにおりたちて
　
あやめのくさのねをぞたづぬる（六三）
147重之女集（書陵部蔵）148冷泉院御集（書陵部蔵「代々御集」 ）149藤原惟規集（書陵部蔵）150大江嘉言集（彰考館文庫
　　
・ある人の
くちなし
をこひたる、やるとて
　
ゆめばかりはかなくみゆるものなれど
　
いろのふかさのためしにぞやる（六六）
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
七三
　　
・ほうもちにつけんとて、
まつのえだ
こひたる、やるとて
　
おろかにはおもはざらなむまつといへば
　
このひとえだもをなじちよなり（一〇六）
　　
・三月三日、となりより、
もゝの花
こひにおこせたる、やるとて
　
もゝの花やどにてたてればあるじとて
　
すける物とや人のみるらん（一六四）
151匡衡集（書陵部蔵）
　　
・あぜちの大納言とのゝ御物いみにこもりて侍けるに、さぶらひのものども、さう〴〵しがりて、人にさけをこひたりけるに、銭
ふたつらぬきをつけてをこせたるに、
菊の花
につけて、いかにといはましといひ侍りけるに
　
あやしくもひともと菊に露たまの
　
ふたつらぬきに成にけるかな（三）
　　
・うらみて、ひさしう、いかで秋風のいたくふき るに、
とこなつ
にさして
　
霜やをく風にやなびく床なつの
　
よるのうへこそとはまほしけれ（三七）
　　
・三条院の、東宮と申しとき、
やまぶき 花
をたまはせて、歌よめとおほせられしかば
　
やまぶきを春のみやこにたづぬれば
　
こゝのへにこそ花はさきけれ（七二）
　　
・むすこのむまれたりしいゑをさりて後、そのこ 蔵人に て、かの家にすむ人をかた てかよひ侍しに、其家なる紅梅をお
りて、その家のあるじ、むかしみしむめの、
こうばい
に成たるみよとて、をこせて侍し
　
みどり子のうへし梅の花みぬ程に
　
ことしはあけに色ぞかよへる（八〇）
　　
・うちわたりの人に、
やまぶき
にさして
　
九重にへだてしつきのさまかへて
　
ひとへにたのむやまぶきの花（一〇〇）
152大弐高遠集（書陵部蔵）
　　
・潤三月、花山院の、
さくらの花のちりたる枝
につけてたまへる
　
さくら花春くはゝれるとしゝもぞ
　
つねよりも猶ちりまさりける（一）
　　
・むらかみの御時に、四月 御灌仏に、承香殿の女御のおほむせは、
まつのつくり枝
につけ
‥ てふちつほの女御はふぢのつくりえたにつけて、
もてまいれる
七四
なかに、ふぢつぼのわらはの、いときよげなりしかば、かくなむいひにやりし
　
まつならでおもひぞかくるふぢのはな
　
めでたきいろのをらまほしさに（一三）
　　
・堀川の中宮に、中納言の君といひて、きよげなるひとさむらひしを、物などいひしほどに、みちたふ
か
の少将にすまれて、いくば
くもなくて、とはれずなりにしをきゝて、
をみなへしのかれたる枝
につけてやる
　
をみなへしあ
きらき
のの
かぜにしほられて
　
いまはかれぬときくはまことか（一九）
　　
・
さくらの花のをもしろき
につけて、ある女のもとに
　
へだてたるかすみのまよりちるはなは
　
しのぶにあまるこゝろとを見よ（五三）
　　
・いろこのみし人のもとに、いきたりしかば、ものなどいひて、かへりなむといへば、せめてとゞめしかば、とゞまりてありしほ
どに、れいきける人の、かどをたゝきてこしかば、ことかたより でゝゆくほどに、やのなるをとのせしかば、おそろしくおもひて、またの日いとゝく、
むめのはなのちりたる枝
につけて、いひやりし
　
おほかたにちるとみしだにおしけくに
　
やかぜにた
さへも
にもはなのちるら
かな
ん（八九）
　　
・はらめる女のもとに、
しな
つ（朱）
め
をやるとて
　
きみがこをなつうめとこそおもひしか
　
あきまでなるぞこゝろもとなき（九五）
　　
・ある所に、
わかな
やるとて
　
しめしのにほふるわかなのいつしかと
　
かたみにけふはとしやつむらん（一一九）
　　
・あるおとこのしりたりける女のもとに、
○
ある女のもとに
まゆみのもみぢ
につけて
　
色ふかきまゆみはことにおほゝえて
　
こゝろにふるもかひなかりけり（一二九）
　　
・ところを、
むめのえだ
につけて、人のをこせたりしに
　
むめのはなよのつねならず見ゆるか
　
ところがらにやにほひますらむ（二五四）
　　
・村上の御時の賀茂祭日……くるまにのりうつるとて、なかにきよげなりし人に、
あふひ
をとらすとて
　
神に我いのりしことやかなふらむ
　
けふしもきみにあふひとおもへば（三〇一）
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
七五
　　
・ありし女の、おとこにつきてさとにありしに、十月許、
うつろひたる菊
につけてやる
　
みしよりもいとゞかれゆくしらきくの
　
うつりこゝろは花もありけり（三一七）
　　
・むろまちどのより、
きくのうつろへる
を、おりてたふとて、小弐のあまきみに
　
秋のつゆかたみとをきしはなゝれど
　
きみますやどにうつろはすかな（三一八）
　　
・あま一品の宮より、
かれたる
につけて、たまへる
　
いにしへのゝこりすくなき菊のうへに
　
をきそふつゆの身をもしるかな（三二一）
　　
・
菊のひらけたる
につけて、前式部大夫のもとにやる
　
きて見んといひしはいつぞき のはな
　
ひらけてのちはけふもくらしつ（三二三）
153むらさき式部集（実践女子大学蔵）紫式部Ⅰ
　　
①かたゝがへにわたりたる人の、な おぼ〳〵しきことありとてかへりにけるつとめて、
あさがほの花
をやるとて
　
おぼつかなそれかあらぬかあけぐれの
　
そらおぼれするあさがほの花（四）
　　
②はるかなるところにゆきやせん、ゆかずやと もひわづらふ人の、やまざとより
もみぢ
をおりてをこせたる
　
つゆふかくをく山ざとのもみぢばに
　
かよへるそでのいろをみせばや（八）
　　
③おなじ人、
あれたるやどのさくらのおもしろき
こととて、おりてをこせたるに
　
ちるはなをなげきし人はこのもとの
　
さびしきことやかねてしりけむ（四三）
　　
④あかうなればいりぬ、
長きね
をつゝみて
　
なべて世のうきにながるゝあやめぐさ
　
けふまでかゝるねはいかゞみる（七〇）
　　
⑤あさぎりのおかしきほどに おまへのはなどもいろ〳〵にみだれたる中に
をみなへしいとさかりなる
をとの御らんじて、ひ
とえだおらせさせたまひて、きちやうのかみより、これたゞにかへすなとてたまはせたり
　
をみなへしさかりのいろをみるからに
　
つゆのわきける身こそしら れ（七六）
　　
⑥
ぢ（ママ）
じうさいしやうの五せちのつぼね、みやのおまへいとけぢかきに、こうきでんのうきやうか人夜しるきさまにてありしこと
七六
など人〴〵いひたてゝ、
日かげ
をやる、さしまぎらはすべきあふぎなどそへて
　
おほかりしとよのみや人さしわきて
　
しるき日かげをあはれとぞみし（九九）
　　
⑦
こう梅
をおりて、さとよりまいらすとて
　
むママ
まれ木のしたにやつるゝむめの花
　
かをだにちらせくものうへまで（一〇二）
　　
⑧
さくらのはなのまつりの日まてちりのこりたる
、つかひのせうしやうのかざしにたまふとて、葉にかく
　
神世にはありもやしけん山さくら
　
けふのかざしにおれるためしは（一〇四）
154紫式部集（陽明文庫蔵）紫式部Ⅱ
　　
①方たがへにわたりたる人の、なまおぼ〳〵しき事ありて帰にけるつとめて、
あさがほの花
をやるとて（四）
　　
③おなじ人、
あれたるやどのさくらのおもしろき
ことゝて、おりてをこせたるに（四三）
　　
⑨
八重やまぶき
をおりて、ある所にたてまつれたるに、ひとへの花のちりのこれるをゝこせ給へり
　
おりからをひとへにめづる花の色は
　
うすきをみつゝうすきともみず（五二）
　　
⑩世の中さはがしき比、
あさがほ
をおなじ所にたてまつるとて
　
きえぬまの身をもしる〳〵あさがほの
　
露とあらそふ世をなげく哉（五三）
　　
⑤あさぎりのをかしき程に、おまへの花ども色々にみだれたる中に、
をみなへしいとさかりにみゆ
、おりしも殿いでゝ御覧ず、
一枝
おこせたまひて、几帳のかみより、これたゞにかへすな、とてたまはせたり（六九）
　　
⑦
紅梅
を折て、さとよりまいらすとて（九七）
　　
⑧うつきの祭の日まてちりのこりたるつかひの少将のかざし たまはすとて、
葉
にかく（九九）＊葵
　　
④五月五日もろともにながめあかして、あかうなればいりぬ、
いとながきね
をつゝみてさしいてたまへり、小少将君（一一八）
　　
⑪源氏物がたりおまへにあるを、殿御覧して、れいのすゞろことどもいでき るついでに、
梅のしたにしかれたるかみ
にかゝせ
給へる
　
すき物となにしたてればみる人の
　
おらですぐるはあらじとぞおもふ（一二七）
平安私家集の「折り枝」用例集Ⅰ
七七
155道命阿闍利集（書陵部蔵）
　　
・法輪にありしころ、
花
をおりて人に
　
おぼろけかあらしの山にさく花を
　
ひと枝にても見するこゝろを（一〇）
　　
・ほうりむに侍けるころ、
もみちのしたりし
を、人の御もとにたてまつりし
　
人もみぬをぐらの山の紅葉ゝや
　
なだかゝるよのにしきなるらん（一六）
　　
・
山吹の花
たはせ給へる人によそへて、人〳〵よみしに
　
むかしみしゐでの山吹けふはあれど
　
すぎにし春はなをぞこひしき（三三）
　　
・山寺にいきたりしに、
やへさくらの
みえしを、人にやりたりし
　
白露の八重たつ山のさくら花
　
いづれを花とわきておりけん（六二）
　　
・侍るところにおひたる
しのぶくさ
を、ふみにさすとて、人のとるをみて
　
いづかたにゆかむとすらんしのぶくさ
　
ふりにしやどのつまをわするな（七九）
　　
・人のもとに、
女郎花
やるとて
　
きみゆへにてをふるゝ なをみなへ
　
こゝろをくらす野辺の白露（一三六）
　　
・ある法師のもとより
やまぶき
を、これみ給へとて、かくいひたる
　
やまぶきのゐでにほどこそへぬべけれ
　
さきかさねたり花のちるまで（一九九）
　　
・ゆきふる日、
むめの花
をおりて、人のもとに
　
ふる雪にい はまがへしむめのはな
　
おりけむ袖にゝほひまさりて（二三六）
　　
・
ところの木の、えだのやうにて、一尺ばかりなる
を、人のもとに
　
をとにきくこまもろこしはひろくとも
　
かゝるところはあらじとぞおもふ（二四一）
　　
・
こぶしの花
を、人のもとにやるとて
　
わがやどのこぶしのはなをうちとけて
　
かざしにさすなかまちあやうし（二四二）
七八
156道済集（書陵部蔵）
　　
・中将家
さくらいとおもしろくさきたりし
を見て、めのもとにやりし
　
うゑをきし人もなけれど春くれば
　
はなはむかしにかはらざりけり（五四）
　　
・大学助、とのゐ所より、
をみなへし
につけて
　
こゝにかくめづら と見るをみなへし
　
おほかるのべをおもひこそやれ（一〇八）
　　
・つれ〴〵なりしに、
いみじうさきたる花
、人のもとにやるとて
　
のこりなくけふぞにほへるさくらはな
　
かぜまつほどをひとり見るかな（一一三）
　　
・雲林院の
さくら一枝
、あるあ
如本
かりつかはすとて
　
またみせん人し ければさくら花
　
いまひとえだをおらずなりぬる（一五一）
　　
・五月五日
さうぶ
にさして、返事せぬ人につかはす
　
としふかきねはかくれぬるあやめ草
　
あやめもしらでやまんものかは（二五九）
